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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像される被写体像のライブビュー画像を等倍表示と拡大表示とに
切り替えて表示する表示手段と、
　前記ライブビュー画像のうちＡＦに用いる領域を示すＡＦ領域を設定するＡＦ領域設定
手段と、
　ＡＦ動作の方式であるＡＦモードを設定するＡＦモード設定手段と、
　前記ＡＦモード設定手段により設定されるＡＦモードが、前記ＡＦ領域設定手段により
設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に存在するＡＦモードの場合には、拡大
表示での撮影準備指示に応じて、拡大表示のままＡＦ動作を行い、
　前記ＡＦモード設定手段により設定されるＡＦモードが、前記ＡＦ領域設定手段により
設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に存在しないことがあるＡＦモードの場
合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、等倍表示に切り替え、等倍表示でＡＦ動作
を行う制御手段と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に存在す
るＡＦモードとは、撮像している範囲のうち前記拡大表示する領域を示す拡大領域の位置
を変更する指示に応じて、前記拡大領域の位置を変更すると共に前記拡大領域の位置に連
動させて前記ＡＦ領域の位置を変更するＡＦモードであることを特徴とする請求項１に記



(2) JP 5889070 B2 2016.3.22

10

20

30

40

50

載の撮像装置。
【請求項３】
　前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に存在し
ないことがあるＡＦモードとは、撮像している範囲のうち前記拡大表示する領域を示す拡
大領域の位置を変更する指示に応じて、前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域
の位置を変更せずに前記拡大領域の位置を変更するＡＦモードであることを特徴とする請
求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　被写体像を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像される被写体像のライブビュー画像を等倍表示と拡大表示とに
切り替えて表示する表示手段と、
　前記ライブビュー画像のうちＡＦに用いる領域を示すＡＦ領域を設定するＡＦ領域設定
手段と、
　前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域が、前記拡大表示の表示範囲内に存在
する場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、拡大表示のままＡＦ動作を行い、
　前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域が、前記拡大表示の表示範囲内に存在
しない場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、等倍表示に切り替え、等倍表示で
ＡＦ動作を行う制御手段と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　前記ＡＦ領域設定手段は、ユーザによる複数のＡＦ領域の選択に応じて複数のＡＦ領域
を設定し、
　前記制御手段は、前記ＡＦ領域設定手段により設定された複数のＡＦ領域の全てが前記
拡大表示の表示範囲内に存在する場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、拡大表
示のままＡＦ動作を行い、
　前記ＡＦ領域設定手段により設定された複数のＡＦ領域の少なくとも一部が前記拡大表
示の表示範囲内に存在しない場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、等倍表示に
切り替え、等倍表示でＡＦ動作を行うことを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、拡大表示での撮影準備指示に応じて等倍表示に切り替えた場合、等倍
表示に切り替える前に設定された、前記ライブビュー画像を拡大表示する領域を示す拡大
領域を表示することを特徴とする請求項１ないし５の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記ライブビュー画像を拡大する指示を検出する拡大指示検出手段を有し、
　前記表示手段は、前記拡大指示検出手段により拡大する指示が検出されることに応じて
、前記ライブビュー画像を等倍表示から拡大表示に切り替えることを特徴とする請求項１
ないし６の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　被写体像を撮像する撮像ステップと、
　前記撮像ステップにより撮像される被写体像のライブビュー画像を等倍表示と拡大表示
とに切り替えて表示する表示ステップと、
　前記ライブビュー画像のうちＡＦに用いる領域を示すＡＦ領域を設定するＡＦ領域設定
ステップと、
　ＡＦ動作の方式であるＡＦモードを設定するＡＦモード設定ステップと、
　前記ＡＦモード設定ステップにより設定されるＡＦモードが、前記ＡＦ領域設定ステッ
プにより設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に存在するＡＦモードの場合に
は、拡大表示での撮影準備指示に応じて、拡大表示のままＡＦ動作を行い、
　前記ＡＦモード設定ステップにより設定されるＡＦモードが、前記ＡＦ領域設定ステッ
プにより設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に存在しないことがあるＡＦモ
ードの場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、等倍表示に切り替え、等倍表示で
ＡＦ動作を行う制御ステップと、を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
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【請求項９】
　被写体像を撮像する撮像ステップと、
　前記撮像ステップにより撮像される被写体像のライブビュー画像を等倍表示と拡大表示
とに切り替えて表示する表示ステップと、
　前記ライブビュー画像のうちＡＦに用いる領域を示すＡＦ領域を設定するＡＦ領域設定
ステップと、
　前記ＡＦ領域設定ステップにより設定されたＡＦ領域が、前記拡大表示の表示範囲内に
存在する場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、拡大表示のままＡＦ動作を行い
、
　前記ＡＦ領域設定ステップにより設定されたＡＦ領域が、前記拡大表示の表示範囲内に
存在しない場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、等倍表示に切り替え、等倍表
示でＡＦ動作を行う制御ステップと、を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１ないし７の何れか１項に記載された撮像装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１ないし７の何れか１項に記載された撮像装置の各手段として
機能させるためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮像装置の制御方法、プログラムおよび記録媒体に関する。特に
、ライブビュー画像を表示するライブビューにおいて、撮影準備指示に応じてライブビュ
ー画像の表示を制御する技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像装置には、ライブビューを拡大表示した状態で撮影準備指示が可能なものが
存在する。例えば、特許文献１には、拡大表示した状態でコントラストＡＦスイッチをオ
ン操作することで、コントラスト方式ＡＦを行い、ＡＦ後の拡大表示したままの画像を表
示する撮像装置が開示されている。一方、特許文献２には、拡大表示した状態でＡＦ動作
ができず、拡大表示した状態で撮影準備指示があった場合には拡大表示を解除して等倍表
示に移行した後に、ＡＦ動作を行う電子カメラ装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２１１６３０号公報
【特許文献２】特開平１１－１９６３０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　拡大表示している状態で撮影準備指示があった場合に、拡大表示している状態のままＡ
Ｆ動作などの撮影準備動作を行い、撮影準備動作の結果（合焦の状態）を拡大表示で確認
することができれば使い勝手が向上する。更に、合焦したい主要被写体の状態を、拡大表
示で確認しながらシャッターチャンスを待って撮影指示を行うことができれば使い勝手が
向上する。
　上述した観点から見ると、特許文献２のように拡大表示を解除して撮影準備動作を行う
よりも、特許文献１のように拡大表示の状態のまま撮影準備動作を行うことができるほう
が望ましい。しかしながら、拡大表示している範囲内に合焦したい主要被写体が含まれて
いない場合には、拡大表示のまま撮影準備動作を行うと、撮影準備動作の結果（合焦の状
態）を拡大表示で確認することができないという問題がある。また、合焦したい主要被写
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体の状態を、拡大表示で確認しながらシャッターチャンスを待つこともできないという問
題がある。
　本発明は、上述したような問題点に鑑みてなされたものであり、ライブビュー画像を拡
大表示した状態と、等倍表示にした状態とを撮像装置の設定に応じて自動的に切り替えて
ＡＦ動作を行うことで、ＡＦ動作時にユーザが確認したい画像を表示させることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、被写体像を撮像する撮像手段と、前記撮像手段により撮像される被写体像の
ライブビュー画像を等倍表示と拡大表示とに切り替えて表示する表示手段と、前記ライブ
ビュー画像のうちＡＦに用いる領域を示すＡＦ領域を設定するＡＦ領域設定手段と、ＡＦ
動作の方式であるＡＦモードを設定するＡＦモード設定手段と、前記ＡＦモード設定手段
により設定されるＡＦモードが、前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域が前記
拡大表示の表示範囲内に存在するＡＦモードの場合には、拡大表示での撮影準備指示に応
じて、拡大表示のままＡＦ動作を行い、前記ＡＦモード設定手段により設定されるＡＦモ
ードが、前記ＡＦ領域設定手段により設定されたＡＦ領域が前記拡大表示の表示範囲内に
存在しないことがあるＡＦモードの場合には、拡大表示での撮影準備指示に応じて、等倍
表示に切り替え、等倍表示でＡＦ動作を行う制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、ライブビュー画像の拡大表示と等倍表示とを撮像装置の設定に応じて
自動的に切り替えてＡＦ動作を行うことで、ＡＦ動作時にユーザが確認したい画像を表示
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態のデジタルカメラの外観の一例を示す斜視図である。
【図２】本実施形態のデジタルカメラの構成の一例を示すブロック図である。
【図３】本実施形態のスルー画像の表示例を示す図である。
【図４】本実施形態のライブ１点モードによるＡＦ枠および拡大枠の表示例を示す図であ
る。
【図５】本実施形態のライブ多点モードによるＡＦ枠および拡大枠の表示例を示す図であ
る。
【図６】本実施形態の拡大表示の表示例を示す図である。
【図７Ａ】本実施形態のデジタルカメラの処理を示すフローチャートである。
【図７Ｂ】本実施形態のデジタルカメラの処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
　図１（ａ）、（ｂ）に本実施形態の撮像装置の一例としてのデジタルカメラの外観図を
示す。図１（ａ）は、デジタルカメラ１００の前面斜視図である。図１（ｂ）は、デジタ
ルカメラ１００の背面斜視図である。
　図１において、表示部１０１は画像や各種情報を表示する。シャッターボタン１０２は
撮影指示を行うための操作部である。モード切替スイッチ１０３は各種モードを切り替え
るための操作部である。端子カバー１０４はデジタルカメラ１００と外部機器とを接続す
る接続ケーブル等のコネクタ（不図示）を保護するカバーである。メイン電子ダイヤル１
０５は後述する操作部２８に含まれる回転操作部材である。メイン電子ダイヤル１０５を
回転操作することで、シャッター速度や絞りなどの設定値の変更などを行うことができる
。電源スイッチ１０６はデジタルカメラ１００の電源のオンおよびオフを切り替える操作
部材である。
【０００９】
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　サブ電子ダイヤル１０７は操作部２８に含まれる回転操作部材である。サブ電子ダイヤ
ル１０７を回転操作することにより選択枠の移動や画像送りなどを行うことができる。十
字キー１０８は操作部２８に含まれ、上、下、左、右部分をそれぞれ押下することで、押
下した部分に応じた操作を行うことができる。ＳＥＴボタン１０９は操作部２８に含まれ
、押下することで、主に選択項目の決定などの操作を行うことができる。
　ライブビューボタン１１０は操作部２８に含まれ、静止画撮影モードではスルー画像（
ライブビュー画像）を表示部１０１に表示するライブビューのオンとオフとを切り替える
ボタンである。また、ライブビューボタン１１０は動画撮影モードでは動画撮影（記録）
の開始、停止の指示に用いられる。
【００１０】
　拡大ボタン１１１は操作部２８に含まれ、撮影モードのライブビュー表示において拡大
モードのオンとオフとを切り替えたり、拡大モード中の拡大率の変更を行ったりするため
の操作部材である。また、拡大ボタン１１１は再生モードでは再生画像の拡大率を増加さ
せるための操作部材として機能する。再生ボタン１１２は操作部２８に含まれ、撮影モー
ドと再生モードとを切り替える操作部材である。撮影モード中に再生ボタン１１２を押下
することで再生モードに移行し、後述する記録媒体３２に記録された画像のうち最新の画
像を表示部１０１に表示させることができる。
【００１１】
　クイックリターンミラー（以下、ミラー１１３）は後述するシステム制御部１０からの
指示に応じてアクチュエータ（不図示）によりアップダウンされる。通信端子１１４はデ
ジタルカメラ１００が後述する着脱可能なレンズユニット２００と通信を行うための端子
である。接眼ファインダ１１５は後述するフォーカシングスクリーン１６を観察すること
で、レンズユニット２００を通して被写体の光学像の焦点や構図の確認を行うための覗き
込み型のファインダである。蓋１１６は記録媒体３２を格納したスロットを被覆する。グ
リップ部１１７はユーザがデジタルカメラ１００を構えた際に右手で握りやすい形状に形
成された保持部である。
【００１２】
　図２は、本実施形態のデジタルカメラ１００の構成例を示すブロック図である。
　図２において、レンズユニット２００はデジタルカメラ１００に対して交換可能であり
、レンズ２０１、通信端子２０２、レンズシステム制御回路２０３、絞り駆動回路２０４
、ＡＦ駆動回路２０５を備えている。
　レンズ２０１は複数枚のレンズから構成されているが、ここでは簡略して１枚のレンズ
のみを図示している。通信端子２０２はレンズユニット２００がデジタルカメラ１００側
と通信を行うための端子である。通信端子２０２と、デジタルカメラ１００の通信端子１
１４とが接続されることで、レンズユニット２００とデジタルカメラ１００との間で通信
可能となる。レンズユニット２００は通信端子２０２、１１４を介してシステム制御部１
０と通信する。レンズユニット２００では、システム制御部１０からの指示に応じて、レ
ンズシステム制御回路２０３が絞り駆動回路２０４を介して絞り１１の制御を行い、ＡＦ
駆動回路２０５を介してレンズ２０１の位置を変位させることで焦点を合わせる。
【００１３】
　ＡＥセンサ１２はレンズユニット２００を通した被写体の輝度を測光する。
　焦点検出部１３はシステム制御部１０にデフォーカス量情報を出力する。システム制御
部１０はデフォーカス量情報に基づいてレンズユニット２００を制御し、位相差ＡＦを行
う。
　ミラー１１３は露光、ライブビュー撮影、動画撮影の際にシステム制御部１０からの指
示に応じてアクチュエータ（不図示）によりアップダウンされる。ミラー１１３はレンズ
２０１から入射した光束を接眼ファインダ１１５側と撮像部１４側とに切り替える。ミラ
ー１１３は通常時は光束を反射させて接眼ファインダ１１５に導くように配置されている
が、撮影する場合やライブビュー表示する場合には、撮像部１４へと光束を導くように上
方に跳ね上がり、光束中から待避する（ミラーアップ）。また、ミラー１１３はその中央
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部が光の一部を透過できるようにハーフミラーで構成され、光束の一部を焦点検出部１３
に入射するように透過させる。
　ユーザはペンタプリズム１５と接眼ファインダ１１５とを介してフォーカシングスクリ
ーン１６を観察することで、レンズユニット２００を通して得た被写体の光学像の焦点や
構図の確認が可能となる。シャッター１７はシステム制御部１０の指示に応じて撮像部１
４の露光時間を自由に制御できるフォーカルプレーンシャッターである。
【００１４】
　撮像部１４は被写体像を電気信号に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ素子などで構成される撮
像素子である。Ａ／Ｄ変換器１８は撮像部１４から出力されるアナログ信号をデジタル信
号に変換する。
　画像処理部１９はＡ／Ｄ変換器１８からのデータまたはメモリ制御部２０からのデータ
に対し所定の画素補間、縮小といったリサイズ処理や色変換処理を行う。また、画像処理
部１９は撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、システム制御部１０は画像
処理部１９による演算結果に基づいて露光制御、測距制御を行う。これにより、ＴＴＬ（
スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、Ｅ
Ｆ（フラッシュプリ発光）処理が行われる。更に、画像処理部１９は撮像した画像データ
を用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オー
トホワイトバランス）処理も行っている。
【００１５】
　Ａ／Ｄ変換器１８からの出力データは、画像処理部１９およびメモリ制御部２０を介し
てあるいは直接メモリ制御部２０を介してメモリ２１に書き込まれる。メモリ２１は撮像
部１４によって得られＡ／Ｄ変換器１８によりデジタルデータに変換された画像データや
、表示部１０１に表示するための画像データを格納する。メモリ２１は所定枚数の静止画
像や所定時間の動画像および音声を格納するのに十分な記憶容量を備えている。また、メ
モリ２１は画像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。
【００１６】
　Ｄ／Ａ変換器２２はメモリ２１に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に
変換して表示部１０１に供給する。したがって、メモリ２１に書き込まれた表示用の画像
データはＤ／Ａ変換器２２を介して表示部１０１に表示される。表示部１０１はＬＣＤな
どの表示器上にＤ／Ａ変換器２２からのアナログ信号に応じた表示を行う。Ａ／Ｄ変換器
１８によって一度デジタル変換されメモリ２１に蓄積されたデジタル信号をＤ／Ａ変換器
２２においてアナログ変換し、表示部１０１に逐次転送して表示することで、電子ビュー
ファインダとして機能する。すなわち、表示部１０１にスルー画像の表示（ライブビュー
表示）を行うことができる。
【００１７】
　不揮発性メモリ２３は電気的に消去・記録可能なメモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭな
どが用いられる。不揮発性メモリ２３にはシステム制御部１０の動作用の定数、プログラ
ムなどが記録される。不揮発性メモリ２３に記録されるプログラムは、本実施形態にて後
述するフローチャートを実行するためのプログラムのことである。
【００１８】
　システム制御部１０はデジタルカメラ１００全体を制御する。システム制御部１０は不
揮発性メモリ２３に記録されたプログラムを実行することで、後述する本実施形態の各処
理を実現する。また、システム制御部１０はメモリ２１、Ｄ／Ａ変換器２２、表示部１０
１などを制御することにより表示制御も行う。システムメモリ２４はシステム制御部１０
の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ２３から読み出されたプログラムなどを展開する
。システムメモリ２４は例えばＲＡＭなどが用いられる。システムタイマー２５は各種制
御に用いる時間や内蔵された時計の時間を計測する計時部である。
【００１９】
　モード切替スイッチ１０３、第１シャッタースイッチ２６、第２シャッタースイッチ２
７、操作部２８は、ユーザがシステム制御部１０に各種の動作指示を入力するための操作
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手段である。
　モード切替スイッチ１０３はシステム制御部１０の動作モードを静止画撮影モード、動
画撮影モード、再生モードなどの何れかのモードに切り替える。静止画撮影モードに含ま
れるモードとして、オート撮影モード、オートシーン判別モード、マニュアルモード、撮
影シーン別の撮影設定となる各種シーンモード、プログラムＡＥモード、カスタムモード
などがある。モード切替スイッチ１０３を用いて静止画撮影モードに含まれるこれらのモ
ードの何れかに直接切り替えることができる。あるいは、モード切替スイッチ１０３で静
止画撮影モードに一旦切り換えた後に、静止画撮影モードに含まれるこれらのモードの何
れかに、他の操作部材を用いて切り替えてもよい。同様に、動画撮影モードにも複数のモ
ードが含まれていてもよい。
【００２０】
　第１シャッタースイッチ２６はシャッターボタン１０２の操作途中、いわゆる半押し（
撮影準備指示）でオンとなり、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１を発生する。システム
制御部１０は第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１によりＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理
、ＥＦ処理などの撮影準備動作を開始する。
　第２シャッタースイッチ２７はシャッターボタン１０２の操作完了、いわゆる全押し（
撮影指示）でオンとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２を発生する。システム制御
部１０は第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２の発生により、撮像部１４からの信号読み出
しから記録媒体３２に画像データを書き込むまでの一連の撮影処理の動作を開始する。
【００２１】
　操作部２８はユーザからの操作を受け付ける入力部としての各種操作部材である。操作
部２８には少なくともメイン電子ダイヤル１０５、サブ電子ダイヤル１０７、十字キー１
０８、ＳＥＴボタン１０９、ライブビューボタン１１０、拡大ボタン１１１、再生ボタン
１１２などが含まれる。また、操作部２８は表示部１０１に表示される種々の機能アイコ
ンを選択操作することなどにより、場面ごとに適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタン
として作用する。機能ボタンとしては例えばメニューボタン、終了ボタン、戻るボタン、
画像送りボタン、ジャンプボタン、絞込みボタン、属性変更ボタンなどがある。例えばメ
ニューボタンが押下されると各種の設定可能なメニュー画面が表示部１０１に表示される
。ユーザは表示部１０１に表示されたメニュー画面と十字キー１０８やＳＥＴボタン１０
９とを用いて直感的に各種設定を行うことができる。
【００２２】
　電源制御部２９は電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り替え
るスイッチ回路などにより構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の検出を
行う。また、電源制御部２９は検出結果およびシステム制御部１０の指示に基づいてＤＣ
－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体３２を含む各部へ供給す
る。
【００２３】
　電源部３０はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池
、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプタなどからなる。記録媒体Ｉ／Ｆ３１は記録媒体３
２とのインターフェースである。記録媒体３２は撮影された画像を記録するためのもので
あり、半導体メモリ、メモリカード、磁気ディスク、ハードディスクなどが用いられる。
【００２４】
　なお、デジタルカメラ１００は、操作部２８の一つとして、表示部１０１に対する接触
を検知可能なタッチパネル２８ａを有している。タッチパネル２８ａと表示部１０１とは
一体的に構成され、例えば光の透過率が表示部１０１の表示を妨げないように、タッチパ
ネル２８ａを表示部１０１の表示面の上層に取り付ける。タッチパネル２８ａにおける入
力座標と表示部１０１上の表示座標とを対応付けことで、あたかもユーザが表示部１０１
上に表示された画面を直接的に操作可能であるかのようなＧＵＩを構成することができる
。
　タッチパネル２８ａには抵抗膜方式や静電容量方式、表面弾性波方式、赤外線方式、電
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磁誘導方式、画像認識方式、光センサ方式などの様々な方式のものを用いることができる
。
【００２５】
　システム制御部１０はユーザによるタッチパネル２８ａに対する以下の操作を検出する
ことができる。タッチパネル２８ａを指やペンで触れたこと（以下、タッチダウンと称す
る）。タッチパネル２８ａを指やペンで触れている状態であること（以下、タッチオンと
称する）。タッチパネル２８ａを指やペンで触れたまま移動していること（以下、ムーブ
と称する）。タッチパネル２８ａへ触れていた指やペンを離したこと（以下、タッチアッ
プと称する）。タッチパネル２８ａに何も触れていない状態（以下、タッチオフと称する
）。
【００２６】
　上述した操作やタッチパネル２８ａ上に指やペンが触れている位置座標は内部バス３３
を通じてシステム制御部１０に通知される。システム制御部１０は通知された情報に基づ
いてタッチパネル２８ａ上にどのような操作が行なわれたかを判定する。ムーブについて
は、システム制御部１０はタッチパネル２８ａ上で移動する指やペンの移動方向を位置座
標の変化に基づいてタッチパネル２８ａ上の垂直成分・水平成分毎に判定する。また、タ
ッチパネル２８ａ上をタッチダウンから一定のムーブを経てタッチアップをしたとき、ス
トロークを描いたことになる。素早くストロークを描く操作をフリックと呼ぶ。フリック
は、タッチパネル２８ａ上に指を触れたままある程度の距離だけ素早く動かして、そのま
ま離すといった操作であり、言い換えればタッチパネル２８ａ上を指ではじくように素早
くなぞる操作である。システム制御部１０は所定距離以上を所定速度以上でムーブされた
ことを検出し、そのままタッチアップを検出するとフリックが行なわれたと判定する。ま
た、システム制御部１０は所定距離以上を所定速度未満でムーブしたことを検出した場合
はドラッグが行なわれたと判定する。
【００２７】
　本実施形態のデジタルカメラ１００は、ユーザによる操作部２８を介した操作に応じて
以下のＡＦモードの何れかを設定可能である。ＡＦモードとは、ＡＦ動作の方式を示すも
のである。
　・ライブ１点ＡＦモード
　ライブ１点ＡＦモードとは、スルー画像を用いて、ユーザに指定されたスルー画像内（
表示範囲内）の１部分を用いてコントラストＡＦ（ＴＶＡＦ）を行うＡＦモードである。
ライブ１点ＡＦモードに設定された場合の表示部１０１の表示例を図３（ａ）に示す。ラ
イブ１点ＡＦモードでは、図３（ａ）に示すように、スルー画像３０１に重畳して、ＡＦ
枠３０２が表示される。ＡＦ枠（ＡＦ領域）とは、スルー画像のうち焦点調節を行う領域
を示す枠である。ＡＦ枠３０２は、ユーザによる十字キー１０８あるいはタッチパネル２
８ａを介した操作に応じて上下左右に移動させることができる。第１シャッタースイッチ
２６がオンになると、ＡＦ枠３０２内でコントラストＡＦが行われる。
【００２８】
　・ライブ多点ＡＦモード
　ライブ多点ＡＦモードとは、スルー画像を用いて、複数（本実施形態では３１点）のＡ
Ｆ枠のうち、デジタルカメラ１００で自動的に決定されるＡＦ枠を用いてコントラストＡ
Ｆを行うＡＦモードである。ライブ多点ＡＦモードでは、図３（ｂ－１）に示すように、
表示画面内に対して複数設定されているＡＦ枠３０３（実際にＡＦに用いるＡＦ枠の候補
）のうち、第１シャッタースイッチ２６がオンになったときに、使用するＡＦ枠が自動的
に決定され、該ＡＦ枠内でコントラストＡＦが行われる。ＡＦが終了すると、使用するＡ
Ｆ枠の候補のうち、合焦したＡＦ枠のみが表示され、他のＡＦ枠を非表示とする表示が、
第１シャッタースイッチ２６がオンの間だけ行われる。
【００２９】
　また、ライブ多点ＡＦモードでは、全３１個のＡＦ枠のうち、一部のＡＦ枠のみを、使
用するＡＦ枠の候補とするように設定するゾーン選択を行うこともできる。例えば、図３
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（ｂ－１）に示す３１点のＡＦ枠のうち、左上側３行３列の８点を候補とする左上ゾーン
、中央上側の３行３列の９点を候補とする中央上ゾーン、右上側の３行３列の８点を候補
とする右上ゾーンがある。また、同様に左中央ゾーン（９点）、中央中央ゾーン（９点）
、右中央ゾーン（９点）、左下ゾーン（８点）、中央下ゾーン（９点）、右下ゾーン（８
点）の全９ゾーンおよび全体（３１点）の計１０の選択肢の中から選択が可能である。
　なお、全ＡＦ枠を表示するとスルー画像の視認性を損なってしまう。そこで、図３（ｂ
－２）に示すように、複数のＡＦ枠が含まれる範囲を示す枠３０４を表示してもよい。図
３（ｂ－２）に示す枠３０４は、ゾーン選択で「全体」を選択した際の枠表示であり、３
１点のＡＦ枠を含む領域を示している。その他の各ゾーンを選択した場合は、各ゾーンに
含まれるＡＦ枠を含む領域を示す枠となる。
【００３０】
　・顔＋追尾ＡＦモード
　顔＋追尾ＡＦモードとは、スルー画像から検出された顔画像、あるいは表示部１０１（
タッチパネル２８ａ）に対するユーザのタッチ位置に応じた被写体を、ＡＦを合わせる対
象として動的に追尾してＡＦを行うＡＦモードである。
【００３１】
　・クイックＡＦモード
　クイックＡＦモードとは、予め定められた複数のＡＦ枠（本実施形態では９点）の位相
差ＡＦ用のＡＦ枠（実際にＡＦに用いるＡＦ枠の候補）の中から、ユーザによる操作部２
８を介して選択されたＡＦ枠を用いて位相差ＡＦを行うＡＦモードである。クイックＡＦ
モードに設定された場合の表示部１０１の表示例を図３（ｃ）に示す。クイックＡＦモー
ドでは、図３（ｃ）に示すように、スルー画像３０１に重畳して、予め定められたＡＦ枠
３０５が９点表示される。また、ＡＦ枠３０５のうち１点がユーザによる操作に応じて選
択される。例えば、図３（ｃ）においてＡＦ枠３０６が選択されたとすると、ＡＦ枠３０
６は他のＡＦ枠と識別可能な色で表示される。選択されるＡＦ枠は、メイン電子ダイヤル
１０５やサブ電子ダイヤル１０７の操作に応じて変更可能である。第１シャッタースイッ
チ２６がオンとなるとミラー１１３がミラーアップして、選択されたＡＦ枠を用いた位相
差ＡＦが行われる。
【００３２】
　上述したＡＦモードの何れかに変更する場合、ユーザが操作部２８を介して表示部１０
１に表示されるＡＦモードの選択肢を選択することで変更される。具体的には、ライブビ
ュー表示中に操作部２８に含まれるメニューボタンを押下して設定メニューを表示部１０
１に表示させ、ＡＦモード変更に関するメニュー項目を選択し、選択肢として表示される
各ＡＦモードの何れかを選択することでＡＦモードを変更できる。
【００３３】
　また、本実施形態では、ユーザによる拡大ボタン１１１の押下に応じて表示設定が、例
えば「ライブビュー等倍表示」→「拡大モード等倍表示」→「拡大モード５倍表示」→「
拡大モード１０倍表示」→「ライブビュー等倍表示」のように順番で切り替えられる。
【００３４】
　図４は、拡大ボタン１１１の押下に応じた画面切り替えに伴う表示部１０１の表示例を
示す図である。
　図４（ａ）は、ＡＦモードがライブ１点ＡＦモードである場合のライブビュー等倍表示
の一例を示す図であり、図３（ａ）と同じ図である。この状態から拡大ボタン１１１が押
下されると、拡大モード等倍表示（ライブ１点ＡＦモード）に切り替わり、図４（ｂ）に
示す表示となる。拡大モード等倍表示では、ＡＦ枠３０２、ＡＦ枠３０２と中心が一致す
る拡大枠４０１、拡大倍率４０２、撮影範囲全体に対する拡大枠４０１の位置を示すイン
ジケータ４０３が表示される。拡大枠（拡大領域）とは、拡大指示に応じて拡大表示する
領域を示す枠である。ここでは、５倍拡大する際の拡大枠を示している。この状態から十
字キー１０８などを操作することにより、拡大枠４０１を任意の位置に移動することがで
きる。
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【００３５】
　ライブ１点ＡＦモードでは、ＡＦ枠３０２は拡大枠４０１に連動して移動するものとす
る。拡大枠４０１を移動した場合の表示部１０１の表示例を図４（ｃ）に示す。ライブ１
点ＡＦモードでは拡大枠４０１の移動にＡＦ枠３０２が連動するため、ＡＦ枠３０２の中
心と拡大枠４０１の中心とが一致するように、拡大枠４０１の移動に伴ってＡＦ枠３０２
も移動している。なお、拡大枠４０１とＡＦ枠３０２とは連動して移動するため、両者を
表示すると表示が煩雑になることを考え、拡大モードではＡＦ枠３０２を非表示にしても
よい。
【００３６】
　図５（ａ）は、ＡＦモードがクイックＡＦモードである場合のライブビュー等倍表示の
一例を示す図であり、図３（ｃ）と同じ図である。この状態から拡大ボタン１１１が押下
されると、拡大モード等倍表示（クイックＡＦモード）に切り替わり、図５（ｂ）に示す
表示となる。拡大モード等倍表示では、ＡＦ枠３０６、５倍拡大した際の表示範囲を示す
拡大枠５０１、拡大倍率５０２、撮影範囲全体に対する拡大枠５０１の位置を示すインジ
ケータ５０３が表示される。拡大枠５０１は、選択されたＡＦ枠３０６の中心に一致して
表示される。この状態から十字キー１０８などを操作することにより、拡大枠５０１を任
意の位置に移動することができる。
【００３７】
　クイックＡＦモードおよびライブ多点ＡＦモードでは、ＡＦ枠は拡大枠の移動には連動
しないものとする。拡大枠５０１を移動した場合の表示部１０１の表示例を図５（ｃ）に
示す。クイックＡＦモードでは拡大枠５０１の移動にＡＦ枠３０６が連動しないため、拡
大枠５０１はＡＦ枠３０６と異なる位置に移動することが可能である。
　なお、ＡＦ枠が変更されるとそれに連動して、変更されたＡＦ枠の位置に拡大枠５０１
が移動されるものとする。選択されたＡＦ枠に連動して拡大枠５０１を移動させるのは、
新しく設定された焦点を合わせるべき位置（ＡＦ枠の位置）を拡大して確認したいとユー
ザが考えるであろうことに鑑みたためである。したがって、ユーザはＡＦ枠を移動させた
りＡＦ枠を選択したりしたとき、拡大枠をＡＦ枠付近に移動させる手間を省くことができ
、操作性を向上させることができる。
【００３８】
　図６は、拡大モード等倍表示の状態で拡大ボタン１１１が押下された場合の、拡大モー
ド５倍表示の表示例を示す図である。図６は、例えば図４（ｃ）の状態から拡大ボタン１
１１が押下された場合の表示例である。表示部１０１には、拡大モード等倍表示の際に拡
大枠４０１が表示されていた位置に対応する、撮像部１４の一部範囲で撮像されているス
ルー画像を、表示部１０１の表示画面全体に拡大して表示する。拡大モード５倍表示では
、図４（ｃ）の拡大枠４０１に対応する表示６０１、拡大倍率４０２、撮影範囲全体に対
する表示６０１の位置を示すインジケータ４０３が表示される。
　なお、図５（ｃ）に示すように、選択されたＡＦ枠３０６と異なる位置に拡大枠５０１
を移動させた後に、拡大モード５倍表示に移行した場合、拡大枠５０１に対応するスルー
画像が表示される。
【００３９】
　次に、上述したデジタルカメラ１００の表示例を実現する処理手順を図７Ａおよび図７
Ｂのフローチャートを参照して説明する。図７Ａおよび図７Ｂは、本実施形態のデジタル
カメラ１００が撮影モードの際に実行する処理を示すフローチャートである。この処理は
、システム制御部１０が不揮発性メモリ２３に記録されたプログラムをシステムメモリ２
４に展開して実行することで実現される。
　ステップＳ７０１では、システム制御部１０は操作部２８で入力されたライブビューの
開始動作指示を受け取ることで、スルー画像を表示部１０１に表示するライブビューを開
始する。ここでは、システム制御部１０は表示設定を「ライブビュー等倍表示」にして、
その表示設定を不揮発性メモリ２３に記録する。
　ステップＳ７０２では、システム制御部１０は表示部１０１にライブビュー等倍表示を
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行う。ここでいう等倍とは、撮像部１４の全範囲を使用して撮像されたスルー画像の全体
が表示部１０１に表示される倍率をいうものとする。
【００４０】
　ステップＳ７０３では、システム制御部１０は不揮発性メモリ２３に記録されているＡ
Ｆモードの設定情報を取得する。システム制御部１０は設定されているＡＦモードに応じ
てＡＦ枠の表示などを行う。例えばＡＦモードがライブ１点モードである場合のライブビ
ュー等倍表示では上述した図３（ａ）のように表示し、ＡＦモードがクイックモードであ
る場合のライブビュー等倍表示では上述した図３（ｃ）のように表示する。
【００４１】
　ステップＳ７０４では、システム制御部１０は操作部２８によりＡＦモードの変更が指
示されたか否かを判定する。ＡＦモードの変更が指示された場合にはステップＳ７０５に
進み、ＡＦモードの変更が指示されなかった場合にはステップＳ７０６に進む。
　ステップＳ７０５では、システム制御部１０は操作部２８により変更が指示されたＡＦ
モードの設定情報を不揮発性メモリ２３に記録し、表示部１０１の表示を設定されたＡＦ
モードに応じて更新する。この処理は、ＡＦモード設定手段による処理の一例に対応する
。このとき、ライブ多点ＡＦモードに変更された場合は、システム制御部１０はシステム
メモリ２４に記録している拡大枠の位置の中心がライブビュー等倍表示での中心と一致す
るように、拡大枠の位置情報を変更して、設定する。なお、本実施形態では、この時点に
おいて拡大枠は表示されていない。
【００４２】
　ステップＳ７０６では、システム制御部１０は操作部２８により拡大指示が行われたか
否かを判定する。この処理は、拡大指示検出手段による処理の一例に対応する。拡大指示
が行われた場合にはステップＳ７１６に進み、拡大指示が行われなかった場合にはステッ
プＳ７０７に進む。
　ステップＳ７０７では、システム制御部１０は操作部２８によりＡＦ枠の変更指示が行
われたか否かを判定する。ＡＦ枠の変更は、ライブ１点ＡＦモードでは十字キー１０８な
どの操作に応じたＡＦ枠の位置の移動である。クイックＡＦモードでは、９点のＡＦ枠の
うち選択するＡＦ枠を変更することである。ライブ多点ＡＦモードおよび顔＋追尾ＡＦモ
ードでは、ＡＦ枠は自動的に決定されるため、システム制御部１０はＡＦ枠の変更指示を
受け付けない。したがって、ライブ多点ＡＦモードおよび顔＋追尾ＡＦモードでは、ステ
ップＳ７０７の処理は行わずステップＳ７０７をＮｏに進み、ステップＳ７１０に移行す
るものとする。ただし、ライブ多点モードにおいてゾーン選択されている場合には、ステ
ップＳ７０８に進むことができる。ステップＳ７０７でＡＦ枠の変更指示が行われた場合
には、ステップＳ７０８に進み、ＡＦ枠の変更指示が行われなかった場合には、ステップ
Ｓ７１０に進む。
【００４３】
　ステップＳ７０８では、システム制御部１０は操作部２８により変更指示が行われた新
たなＡＦ枠の位置情報をシステムメモリ２４に記録することでＡＦ枠を設定し、ＡＦ枠の
位置または選択されているＡＦ枠の位置を変更して表示部１０１に表示する。この処理は
、ＡＦ領域設定手段による処理の一例に対応する。
　ステップＳ７０９では、システム制御部１０は、ステップＳ７０８で変更されたＡＦ枠
の位置に合わせて、拡大枠の位置を変更し、変更した拡大枠の位置情報をシステムメモリ
２４に記録することで拡大枠を設定する。すなわち、システム制御部１０は拡大枠の中心
が、変更されたＡＦ枠（ライブ１点ＡＦモードでのＡＦ枠３０２またはクイックＡＦモー
ドで選択されているＡＦ枠３０６）の中心になるように拡大枠を変更する。ＡＦ枠を１点
選択するＡＦモード（ライブ１点ＡＦモード、クイックＡＦモード）では、ＡＦ枠の位置
が変更された場合、拡大枠の中心が変更されたＡＦ枠の中心と一致するように拡大枠を変
更する。また、ＡＦ枠を複数選択するＡＦモード（ライブ多点ＡＦモードにおいてゾーン
選択されている場合）では、拡大枠の中心が選択されている複数のＡＦ枠を含む領域とし
て規定されているゾーン（領域）の中心と一致するように拡大枠を変更する。なお、本実



(12) JP 5889070 B2 2016.3.22

10

20

30

40

50

施形態では、この時点において拡大枠は表示されていない。
【００４４】
　ステップＳ７１０では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２の半押しにより
第１シャッタースイッチ２６がオンとなり、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生し
たか否か、すなわち撮影準備指示が行われたか否かを判定する。この処理は、撮影準備指
示検出手段による処理の一例に対応する。第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生した
場合には、ステップＳ７１１に進み、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生しなかっ
た場合には、ステップＳ７０３に戻る。
【００４５】
　ステップＳ７１１では、システム制御部１０はＡＦモードの設定に応じたＡＦ動作を行
う。ライブ多点ＡＦモードでは、システム制御部１０は複数のＡＦ枠から焦点調節に用い
るＡＦ枠を決定し、ＡＦ枠の位置情報をシステムメモリ２４に記録した上で、ＡＦ動作を
行う。
　ステップＳ７１２では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２が全押しで第２
シャッタースイッチ２７がオンとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２が発生したか
否か、すなわち撮影指示されたか否かを判定する。第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２が
発生した場合には、ステップＳ７１３へ進み、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２が発生
しなかった場合には、ステップＳ７１４に進む。
【００４６】
　ステップＳ７１３では、システム制御部１０は撮像部１４からの信号読み出しから記録
媒体３２に画像データを書き込むまでの一連の撮影処理の動作を開始する。なお、ここで
の撮影処理は、スルー画像の撮影と区別するために本撮影というものとする。本撮影を行
うとステップＳ７０３に戻る。
　一方、ステップＳ７１４では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２の半押し
が終了し、第１シャッタースイッチ２６がオフとなり、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ
１の発生が停止したか否か、すなわち撮影準備指示が解除されたか否かを判定する。撮影
準備指示が解除された場合には、ステップＳ７１５に進み、撮影準備指示が解除されてい
ない場合には、ステップＳ７１１に戻る。
　ステップＳ７１５では、システム制御部１０はＡＦ動作を終了する。
【００４７】
　一方、ステップＳ７１６では、システム制御部１０はステップＳ７０６での拡大指示に
応じて表示設定を、拡大モード等倍表示に変更し、その表示設定を不揮発性メモリ２３に
記録する。拡大モード等倍表示は、ライブビュー等倍表示の状態で拡大枠を重畳して表示
する表示設定である。拡大モード等倍表示では、拡大枠の位置を変更することができる。
【００４８】
　ステップＳ７１７では、システム制御部１０はステップＳ７１６で設定された表示設定
に合わせて表示部１０１に図４（ｂ）または図５（ｂ）などに示すような拡大枠を等倍表
示で表示する。ここで、上述したステップＳ７０９においてＡＦ枠の位置に連動して拡大
枠の位置が変更されている場合には、ＡＦ枠に合わせて拡大枠が表示される。したがって
、ユーザがＡＦ枠付近を確認したい場合には、拡大枠をＡＦ枠付近に変更することなく、
後述するステップＳ７１９において拡大指示が行うことでＡＦ枠付近のスルー画像を確認
することができる。なお、ライブ多点モードにおいて、一度もＡＦ動作が行われておらず
、更にゾーン選択がされていない場合には、拡大枠はステップＳ７０５においてライブビ
ュー等倍表示での中心に設定されているので、拡大枠は表示画面の中心に表示される。
【００４９】
　ステップＳ７１８では、システム制御部１０は操作部２８により設定の変更指示が行わ
れたか否かを判定する。設定の変更指示が行われた場合、システム制御部１０は設定の変
更のためのダイアログを表示し、各種設定を変更する操作を受け付ける。ここで受付可能
な設定の変更には少なくともＡＦモードの変更が含まれる。設定の変更指示が行われた場
合には、システム制御部１０は表示設定をライブビュー等倍表示に戻すために、ステップ
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Ｓ７０２に戻る。一方、設定の変更指示が行われなかった場合には、ステップＳ７１９に
進む。
【００５０】
　ステップＳ７１９では、システム制御部１０は操作部２８により拡大指示が行われたか
否かを判定する。この処理は、拡大指示検出手段による処理の一例に対応する。拡大指示
が行われた場合には、ステップＳ７２７に進み、拡大指示が行われなかった場合には、ス
テップＳ７２０に進む。
　ステップＳ７２０では、システム制御部１０は操作部２８により拡大枠の位置の変更指
示が行われたか否かを判定する。拡大枠の位置の変更指示が行われた場合には、ステップ
Ｓ７２１に進み、拡大枠の位置の変更指示が行われなかった場合には、ステップＳ７２４
に進む。
【００５１】
　ステップＳ７２１では、システム制御部１０は操作部２８により変更指示された拡大枠
の位置情報をシステムメモリ２４に記録することで拡大枠を設定し、ライブビューでの拡
大枠の位置を変更する。
　ステップＳ７２２では、システム制御部１０は不揮発性メモリ２３に記録されているＡ
Ｆモードの設定情報を取得し、拡大枠とＡＦ枠とが常に連動するＡＦモード（本実施形態
ではライブ１点ＡＦモード）であるか否かを判定する。拡大枠とＡＦ枠とが常に連動する
ＡＦモードの場合には、ステップＳ７２３に進み、拡大領域とＡＦ枠とが常に連動するＡ
Ｆモードではない場合には、ステップＳ７２４に進む。
【００５２】
　ステップＳ７２３では、システム制御部１０は変更された拡大枠の位置にＡＦ枠を連動
させるために、ステップＳ７２１において記録した拡大枠の位置情報に一致するようにＡ
Ｆ枠の位置情報を変更し、システムメモリ２４に記録する。一方、拡大領域とＡＦ枠とが
常に連動するＡＦモードではない場合（本実施形態ではライブ多点モード、クイックＡＦ
モード）、ステップＳ７２４に進むので、システム制御部１０は変更された拡大枠の位置
に合わせてＡＦ枠を連動させる処理を行わない。すなわち、ＡＦ枠と拡大枠とを別々に設
定することができる。このような処理により、次に拡大指示した場合に、後述するステッ
プＳ７２８において、ユーザはＡＦ枠と異なる位置に設定された拡大枠の位置のスルー画
像を確認することができる。
【００５３】
　ステップＳ７２４では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２の半押しにより
第１シャッタースイッチ２６がオンとなり、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生し
たか否か、すなわち撮影準備指示が行われたか否かを判定する。第１シャッタースイッチ
信号ＳＷ１が発生した場合には、ステップＳ７２５に進み、第１シャッタースイッチ信号
ＳＷ１が発生しなかった場合には、ステップＳ７１８に戻る。
【００５４】
　ステップＳ７２５では、システム制御部１０は拡大枠を表示する等倍表示を解除し、拡
大枠を表示せずにＡＦ枠を表示する等倍表示に変更する。具体的には、システム制御部１
０は、表示設定を拡大モード等倍表示からライブビュー等倍表示に変更し、その表示設定
を不揮発性メモリ２３に記録する。
　ステップＳ７２６では、システム制御部１０はステップＳ７２５で設定した表示設定に
合わせてＡＦ枠を表示する等倍表示を行う。
【００５５】
　一方、ステップＳ７２７では、システム制御部１０はステップＳ７１９での拡大指示に
応じてライブビューの拡大率を増加させ、その拡大率での拡大表示に表示設定を変更し、
その表示設定を不揮発性メモリ２３に記録する。本実施形態では、最初にステップＳ７２
７に進む場合、システム制御部１０は表示設定を拡大モード５倍表示に変更する。
　ステップＳ７２８では、システム制御部１０はステップＳ７２７で設定した表示設定に
合わせて表示部１０１に図６に示すようなライブビューの拡大表示を行う。
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【００５６】
　ステップＳ７２９では、システム制御部１０は操作部２８により設定の変更指示が行わ
れたか否かを判定する。設定の変更指示が行われた場合、システム制御部１０は設定の変
更のためのダイアログを表示し、各種設定を変更する操作を受け付ける。ここで受付可能
な設定の変更には少なくともＡＦモードの変更が含まれる。設定の変更指示が行われた場
合には、システム制御部１０は表示設定をライブビュー等倍表示に戻すために、ステップ
Ｓ７０２に戻る。一方、設定の変更指示が行われなかった場合には、ステップＳ７３０に
進む。
【００５７】
　ステップＳ７３０では、システム制御部１０は操作部２８により拡大指示が行われたか
否かを判定する。拡大指示が行われた場合には、ステップＳ７３１に進み、拡大指示が行
われなかった場合には、ステップＳ７３３に進む。
　ステップＳ７３１では、システム制御部１０は不揮発性メモリ２３に記録されたライブ
ビューの拡大率が、デジタルカメラ１００の最大値（本実施形態では１０倍）であるか否
かを判定する。拡大率が最大値の場合には、ステップＳ７３２に進み、拡大率が最大値で
はない場合には、ステップＳ７２７に戻る。
　ステップＳ７３２では、システム制御部１０は表示設定を、ＡＦ枠を表示する等倍表示
に変更し、その表示設定を不揮発性メモリ２３に記録し、ステップＳ７０２に戻る。
【００５８】
　一方、ステップＳ７３３では、システム制御部１０は操作部２８により拡大枠の位置の
変更指示が行われたか否かを判定する。拡大枠の位置の変更指示が行われた場合には、ス
テップＳ７３４に進み、拡大枠の位置の変更指示が行われなかった場合には、ステップＳ
７３７に進む。
【００５９】
　ステップＳ７３４では、システム制御部１０は操作部２８により変更指示された拡大枠
の位置情報をシステムメモリ２４に記録することで拡大枠を設定し、ライブビューの拡大
表示（ここでは、拡大モード５倍表示）での表示部１０１の拡大枠の位置を変更する。
　ステップＳ７３５では、システム制御部１０は不揮発性メモリ２３に記録されているＡ
Ｆモードの設定情報を取得し、拡大枠とＡＦ枠とが常に連動するＡＦモード（本実施形態
ではライブ１点ＡＦモード）であるか否かを判定する。拡大枠とＡＦ枠とが常に連動する
ＡＦモードの場合には、ステップＳ７３６に進み、拡大領域とＡＦ枠とが常に連動するＡ
Ｆモードではない場合には、ステップＳ７３７に進む。
【００６０】
　ステップＳ７３６では、システム制御部１０は変更された拡大枠の位置にＡＦ枠を連動
させるために、ステップＳ７３４において記録した拡大枠の位置情報に一致するようにＡ
Ｆ枠の位置情報を変更し、システムメモリ２４に記録する。一方、拡大領域とＡＦ枠とが
常に連動するＡＦモードではない場合（本実施形態ではライブ多点モード、クイックＡＦ
モード）、ステップＳ７３７に進むので、システム制御部１０は変更された拡大枠の位置
に合わせてＡＦ枠を連動させる処理を行わない。このような処理により、次に拡大指示し
た場合に、ステップＳ７２８において、ユーザはＡＦ枠と異なる位置に設定された拡大枠
のスルー画像を確認することができる。
【００６１】
　ステップＳ７３７では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２の半押しにより
第１シャッタースイッチ２６がオンとなり、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１が発生し
たか否か、すなわち撮影準備指示が行われたか否かを判定する。第１シャッタースイッチ
信号ＳＷ１が発生した場合には、ステップＳ７３８に進み、第１シャッタースイッチ信号
ＳＷ１が発生しなかった場合には、ステップＳ７２９に戻る。
【００６２】
　ステップＳ７３８では、システム制御部１０は拡大表示時に撮影準備指示があった場合
に、拡大表示を解除して等倍表示に変更するか否かを判定する。拡大表示を等倍表示に変
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更する場合には、ステップＳ７３９に進み、拡大表示のままにする場合には、ステップＳ
７４０に進む。
　ここで、拡大表示時に撮影準備指示があった場合に、拡大表示から等倍表示に変更する
か否かは、選択しているＡＦ枠が常に拡大表示内にあるＡＦモードか否かに基づいて決定
される。ＡＦ枠が常に拡大表示内にあるＡＦモードとは、本実施形態ではライブ１点ＡＦ
モードである。すなわち、ライブ１点ＡＦモードでのＡＦ動作では、システム制御部１０
がライブビューの表示画面を解析し、ＡＦ枠を常に拡大枠に連動して拡大表示内に設定し
ているので、拡大表示のままでＡＦ動作を行うことができる。そのため、ＡＦ枠が常に拡
大表示内にあるＡＦモードであれば、拡大表示時に撮影準備指示があった場合に拡大表示
のままにすることができる。
【００６３】
　一方、選択しているＡＦ枠が常に拡大表示内にあるとは限らないＡＦモード（本実施形
態ではライブ多点ＡＦモード、クイックＡＦモード）であれば、拡大表示している範囲内
にＡＦ枠が存在しない場合がある。この場合、拡大表示のままでＡＦ動作を行うと、ユー
ザはＡＦ動作の結果、焦点が合っているか否かを確認できない可能性がある。また、ユー
ザはＡＦ枠付近の主要被写体の様子を視認できず、好適なシャッターチャンスを確認でき
ない可能性がある。そのため、ＡＦ枠が常に拡大表示内にあるとは限らないＡＦモードで
は、システム制御部１０は拡大表示時に撮影準備指示があった場合には、拡大表示から等
倍表示に変更する。等倍表示に変更すれば、ユーザはＡＦなどの撮影準備動作を合わせた
主要被写体を視認できるため、ＡＦ動作の結果、焦点が合っているか否かを確認できる。
また、ＡＦ枠付近の主要被写体の様子を視認できるので、好適なシャッターチャンスを伺
うことができる。
【００６４】
　なお、拡大表示時に撮影準備指示があった場合に拡大表示から等倍表示に変更するか否
かを決定する基準は、選択されているＡＦ枠が常に拡大表示内にあるＡＦモードであるか
否かの判定に限られない。例えば、撮影準備指示の時点で、選択しているＡＦ枠全てが拡
大表示内にあるか否かに基づいて決定してもよい。例えば、クイックＡＦモードで選択し
ているＡＦ枠が拡大表示する範囲内に収まっている場合や、ライブ多点ＡＦモードで選択
しているゾーンが拡大表示する範囲内に収まっている場合を想定する。この場合には、拡
大表示のままでＡＦ動作を行ってもＡＦ動作の結果、焦点が合っているか否かを確認でき
る。したがって、システム制御部１０は、撮影準備指示の時点で選択しているＡＦ枠全て
が拡大表示内にあれば、拡大表示時に撮影準備指示があった場合にも拡大表示のままとす
る。一方、システム制御部１０は、撮影準備指示の時点で選択しているＡＦ枠の何れかが
拡大表示内になければ、拡大表示時に撮影準備指示があった場合に拡大表示から等倍表示
に変更する。
【００６５】
　ステップＳ７３９では、システム制御部１０は表示設定を、ＡＦ枠を表示する等倍表示
に変更し、その表示設定を不揮発性メモリ２３に記録し、ステップＳ７１１に戻る。この
とき、システム制御部１０は、等倍表示に戻る前の拡大枠の位置情報をメモリ２１に記録
しておいて、等倍表示では図５（ｃ）に示す拡大枠５０１のように等倍表示に戻る前の拡
大枠を表示してもよい。
　ステップＳ７４０では、システム制御部１０はＡＦモードの設定に応じたＡＦ動作を行
い、ステップＳ７４１に進む。
　ステップＳ７４１では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２が全押しで第２
シャッタースイッチ２７がオンとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２が発生したか
否か、すなわち撮影指示されたか否かを判定する。第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２が
発生した場合には、ステップＳ７４２へ進み、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２が発生
しなかった場合には、ステップＳ７４３に進む。ステップＳ７４２では、システム制御部
１０は本撮影を行い、終了後ステップＳ７０２に戻る。すなわち、拡大表示のまま本撮影
が行われた場合には、拡大表示が終了される。
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【００６６】
　ステップＳ７４３では、システム制御部１０はシャッターボタン１０２の半押しが終了
し、第１シャッタースイッチ２６がオフとなり、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１の発
生が停止したか否か、すなわち撮影準備指示が解除されたか否かを判定する。撮影準備指
示が解除された場合には、ステップＳ７４４に進み、撮影準備指示が解除されていない場
合には、ステップＳ７４０に戻る。
　ステップＳ７４４では、システム制御部１０はＡＦ動作を終了する。
【００６７】
　このように、本実施形態によれば、ＡＦ領域と拡大領域とを別々に設定することができ
、更にＡＦ領域を変更した際の拡大領域の位置を変更する操作の手間を省くことができる
。
　具体的には、拡大枠とＡＦ枠とが常に連動するＡＦモードではない場合、変更された拡
大枠の位置に合わせてＡＦ枠を連動させる処理を行わないので、ＡＦ枠と拡大枠とを別々
に設定することができる。したがって、ユーザはＡＦ枠と異なる位置に設定された拡大枠
の位置のスルー画像を確認することができる。
　また、ＡＦ枠を移動したり選択したりした場合に、そのＡＦ枠と同一位置に拡大枠が設
定される。したがって、ユーザがＡＦ枠付近を確認したい場合には、拡大枠をＡＦ枠付近
に変更する操作をすることなく、ＡＦ枠付近のスルー画像を確認することができる。
【００６８】
　また、本実施形態によれば、ＡＦモードまたはＡＦ枠に応じて、拡大表示のままＡＦ動
作を行うか、拡大表示から等倍表示に切り替えてからＡＦ動作を行うかが自動的に決定さ
れる。
　具体的には、拡大表示のままＡＦ動作が可能なＡＦモードまたはＡＦ枠では拡大表示の
ままＡＦ動作を行い、拡大表示のままではＡＦ動作ができないＡＦモードまたはＡＦ枠で
は拡大表示から等倍表示に移ってからＡＦ動作を行う。したがって、ユーザは常にＡＦな
どの撮影準備動作を合わせた主要被写体を視認できるため、ＡＦ動作の結果、合焦してい
るか否かを確認することができる。
【００６９】
　なお、上述したシステム制御部１０の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複
数のハードウェアが処理を分担することで、撮像装置全体の制御を行ってもよい。
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明は特定の実施形
態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に含
まれる。
【００７０】
　例えば、上述した実施形態では、クイックＡＦモードでは、９点のＡＦ枠のうちからユ
ーザが選択する場合について説明したが、この場合に限られず、システム制御部１０が９
点のＡＦ枠のうちから選択できるように構成してもよい。すなわち、クイックＡＦモード
内で全自動モードを設定できるようにしてもよい。クイックＡＦモードでの全自動モード
を設定した場合、システム制御部１０は、ライブ多点ＡＦモードと同様な処理を行うこと
ができる。
【００７１】
　また、上述した実施形態では、拡大表示時に撮影準備指示があった場合に拡大表示から
等倍表示に変更するか否かは、ＡＦ枠が常に拡大表示内にあるＡＦモードであるか、選択
しているＡＦ枠全てが拡大表示内にあるかを基準にする場合について説明した。しかしな
がら、この場合に限られず、システム制御部１０は、例えばＡＦ枠の面積の合計が閾値よ
りも大きいか否かに応じて、拡大表示から等倍表示に変更するか否かを判定してもよい。
具体的には、図３（ａ）のように、ＡＦ枠が一つに設定されるライブ１点モードの場合に
は、ＡＦ枠の面積の合計は閾値よりも小さくなる。この場合、システム制御部１０は、撮
影準備指示があった場合にも拡大表示のままにする。一方、図３（ｃ）のように、複数の
ＡＦ枠から選択されるクイック１点モードの場合には、複数のＡＦ枠が存在しているため
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に、ＡＦ枠の面積の合計は閾値よりも大きくなる。この場合、システム制御部１０は、撮
影準備指示があった場合に拡大表示から等倍表示に変更する。
【００７２】
　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラ１００に適用した場合を
例にして説明したが、この場合に限定されず、撮像手段を有する機器であれば適用可能で
ある。すなわち、本発明は撮像手段を有する、ＰＤＡ、携帯電話端末、携帯型の画像ビュ
ーワ、デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダーなどに
適用可能である。
【００７３】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。すなわち、上述した実施
形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワークや各種記憶媒体を介し
てシステム、撮像装置に供給し、システム、撮像装置のコンピュータ（システム制御部１
０）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラムお
よびプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は本発明を構成すること
になる。
【符号の説明】
【００７４】
　１０：システム制御部　１３：焦点検出部　１４：撮像部　１８：Ａ／Ｄ変換器　１９
：画像処理部　２０：メモリ制御部　２１：メモリ　２２：Ｄ／Ａ変換器　２３：不揮発
性メモリ　２４：システムメモリ　２８：操作部　２８ａ：タッチパネル　１００：デジ
タルカメラ（撮像装置）　１０１：表示部　１０２：シャッターボタン　１１１：拡大ボ
タン

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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